
学校番号34　長野県蓼科高等学校 令和5年2月24日

領
域

対
象 評価項目 今年度　評価の観点 最終評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 個人から出た反省・意見等

①学習集団の編成 １年生について学力に応じた学習集団の編成ができたか。 → B 42% 53% 5% 0%
・英語習熟度別は有効だが、30人の講座は幅が広くなってしまった。
・教科によって集団編成が違う(クラス別、習熟度に応じて）なので、今後統一するのか要検討。（英数国）
・今年は担当していないが、学力低下から例年どおりとはいかなかったのではないかと思います。

２年生について進路を見据えた適切なコースができたか。 → B 50% 50% 0% 0%
・2年生のインターンシップ希望者が多くいる。
・進路実現に向け、意識や意欲は大切。

３年生について生徒の進路希望に応じた講座編成ができたか。 → A 58% 42% 0% 0% ・全員が（福祉コース）希望通りの進路を決定した。

学
年 「総合的な探究・学習の時間」の内容の充実が図れたか。 → A 56% 39% 6% 0% ・コロナによる影響が多く残る中、工夫して学年で行っていると思います。

生徒にとって分かりやすい授業が実践できたか。 → B 35% 65% 0% 0%
・学習用端末(１人１台)の活用が進んでいる。
・座学と実習、バランスよくできている。

教員が授業を互いに見合う機会や情報・意見交換の機会を持てたか。 → B 25% 65% 10% 0%
・個人的に隣で授業をされている先生の授業を見学させていただいた。
・意見交換を行うことを意識した。研究授業や公開は勉強になった。

各教科において、生徒が学力を高めるにあたっての有効な指導方法の模索ができたか。 → B 30% 65% 5% 0%
・学力向上は大きなテーマだと感じる。
小グループの話し合いや発表。実技には方法を学ぶ練習や回数を重ねることも大事に思う。

学校設定科目「プログレス」を中心に、生徒の学び直し・学び高めの有効な指導ができたか。 → B 42% 58% 0% 0%
・プログレス国語の指導が面白い。
・一人一人に応じた丁寧な指導ができている。

生徒一人ひとりの理解度を把握した上で個別指導がなされ、学習意欲を喚起できたか。 → B 45% 55% 0% 0% ・進路係と連携しながら学習意欲を上げる取り組みができた。（TKノートなど）

ポプラアカデミーと連携・協働し、学習意欲を喚起できたか。 → B 37% 53% 11% 0% ・程度な距離感で良い。安いとはいえ有料なのですべて色々お願いしてはいけないと思う。

③体験的学習の充実 生徒の実態に即して、体験的な活動を取り入れた学習が進められたか。 → A 57% 43% 0% 0% ・地域学での体験学習を多く取り入れられた。

④読書活動の啓発 年間の図書館の利用者数が増加するなど、生徒全体に読書活動を促す取り組みができたか。 → B 40% 55% 5% 0%
・平均貸出冊数は、昨年は下回っているが、2018～2020年の記録を上回る見込み。
・図書館で行ったイベントの中で特に秋の読書週間を機に来館が増えた生徒が複数おり、朝読書や読書案内に一定の
効果があることを感じた。

①職員間の意識の統一 職員会議等において、生徒指導の方針を全職員で共有し確認できたか。 → A 55% 45% 0% 0% ・「生徒たちの未来に触れている」という自覚をもって取り組めている。

②生徒が安心して学べる環境づく
り

学習環境を整備すると共に暴力や威圧、いじめの予防に努め、またそれらに適切に対処・指導
できたか。

→ A 55% 45% 0% 0%
・未然、または早期の対応を心がけた。
・お互いに尊重する、よりよい学校づくりを進めたい。

③家庭との連携 家庭と連携をとりながら、生徒に関する諸課題に対処、指導することができたか。 → A 60% 35% 5% 0%
・担任・生徒指導係が苦労されながらやってくれている。
・家庭との連携を密にとり、トラブル等への対応を行った。

④生徒との対話 生徒と対話、コミュニケーションを図りながら、必要な指導を行うことができたか。 → A 55% 45% 0% 0% ・コミュニケーションをよくとっていると感じる。

①キャリア教育の推進
「蓼高タイム」におけるインターンシップの実施等を中心に、将来を見据えての進路選択につ
ながる指導ができたか。

→ A 55% 45% 0% 0%
・インターンシップ参加生徒が多い（予定）ので、進路選択につながる指導ができた。
・蓼高タイム以外でもやる気のある生徒向けにインターンシップを勧めるようになった。
・進路係から積極的にアプローチしていただき、できた。

②進路目標の確立と進路実現 生徒一人ひとりが進路目標を持ち、自己の課題に意欲的に取り組むよう指導できたか。 → B 44% 56% 0% 0% ・迷い、悩みを抱えながらも、よく取り組めている。

①生徒会活動の推進 執行部が中心となり、生徒一人ひとりが参加できる活動となるよう指導できたか。 → A 55% 45% 0% 0% ・生徒会の先生が遅くまで残ってやられている。感謝。

②部活動の充実 加入の促進を図り、活発な活動や発表の場となるような環境を整えることができたか。 → B 35% 60% 5% 0% ・加入者が減少している傾向。加入者を増やしたい。

①授業公開
地域、中学生、保護者等に対して蓼科高校の特色が理解できるような授業を公開することがで
きたか。

→ A 55% 45% 0% 0% ・保護者への授業公開ができなかった。

②広報活動
フォトニュース、学校案内パンフレットやホームページを通じて、地域や中学生などに本校の
魅力を発信することができたか。

→ A 65% 35% 0% 0% ・フォトニュース、蓼高daysなど高頻度で更新できた。

③外部との連携 地域学など外部講師の活用を通じて、校外機関との連携が図れたか。 → A 75% 25% 0% 0%
・留学生との交流（長野外語ビジネスカレッジ）、台湾の中学生とオンライン交流。
・担当の先生の負担は大きいと思うが、発表会等とてもよいものでありました。

研
修 ①職員研修の充実 課題に応じた職員研修の機会を設定できたか。 B 47% 47% 5% 0%

・特別支援教育、非違行為防止、改訂生徒指導提要、すらら説明会など、幅広く研修した。
・多すぎず少なすぎずいいと思う。
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令和4年（2023年）度　学校教育目標・評価の観点　　　　　最終評価

令和 4年度の重点目標

①学習における基礎基本の定着と探究力を身につけるための個に応じた指導体制と教育課程をつくる
②自らの判断と行動により充実した学校生活を創り出し、自らの力で自己実現ができるよう支援する
③地域や各教育機関と連携し、地域社会を担う人材としての資質を育むとともに、積極的な情報発信に努める
④保護者との連携を密にし、いじめ・暴力・体罰のない安心安全な学校づくりに努める

評価日（回答日）：令和５年１月18日
評価指標：Ａ十分達成できていると考える　　Ｂおおむね達成できていると考える　　Ｃやや不十分であると考える　　Ｄ不十分である

②特色ある教育課程の編成

職員会議資料

①授業の工夫・改善

②個に応じた指導
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Ｉ 一人ひとりに応じた学力をつける

（１）基礎基本の徹底 （２）指導方法の工夫・開発

（３）話す力・読む力・書く力の重視 （４）受験学力の向上

Ⅱ 個性を大切にし、「創造性」を培う

（１）進路を意識した学校生活の充実 （２）基本的な生活習慣の確立と健康な心身の育成

（３）一人ひとりの生徒との対話の重視 （４）人権教育（いじめ・体罰等の防止）の一層の充実

Ⅲ 地域に根差した開かれた学校づくりを進める

（１）授業の公開 （２）学校評議員制度の活用 （３）地域学を中心とした外部講師の活用


